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　粘り強い取り組みが、つながりの輪を広げ
ていま

す。大阪市教事務職員部が９月18日、開催し
た「若

手事務職員の会」には、小学校、中学校から複
数の青

年が参加しました。高校の職場の青年も参加し
、組合

所属を超えての交流で意気投合しました。先輩
のベテ

ラン事務職員たちから、アドバイスを受け、職
場の仕

事の悩みの交流が続きました。場所を移しての
２次会

でも、熱い交流が。

　西大阪支部は、支部内全ての行政区の組合員
に連絡

を取り分会訪問。港支部は分会から青年を誘っ
てビヤ

パーティーを成功させました。大阪市教教研集
会でも

仲間を増やしましょう。

若手事務職員の会で交流
分会訪問、ビアパーティ

大阪市教決起集会
10月22日（木）18：30～
アネックスパル法円坂
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安
倍
政
権
が
９
月
19

日
、
国
民
多
数
の
意

見
、
憲
法
を
踏
み
つ
け

に
し
て
戦
争
法
を
強
行

し
た
こ
と
に
怒
り
を
込

め
て
糾
弾
し
ま
す
。

　
未
来
に
希
望
を
開
い

た
新
し
い
国
民
運
動
が

お
こ
り
ま
し
た
。

　
○
「
若
い
か
ら
こ
そ

当
事
者
」
と
受
験
勉
強

中
で
も
参
加
し
た
高
校

生
。「
勝
手
に
決
め
る

な
」「
と
り
ま
（
と
り
あ

え
ず
、
ま
あ
）
廃
案
」

　
全
日
本
教
職
員
組
合

が
９
月
19
日
に
発
表
し

た
声
明
（
抜
粋
）
を
掲

載
し
ま
す
。

　
戦
後
、
日
本
の
教
職

員
は
、
戦
前
の
教
育
が

先
の
侵
略
戦
争
に
子
ど

も
た
ち
を
か
り
た
て
た

痛
苦
の
反
省
か
ら
、

「
教
え
子
を
再
び
戦
場

に
送
る
な
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
確
立
し
、
大
切

に
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
戦
争
法
」
の
発
動

は
、
日
本
の
国
民
が
70

年
守
り
続
け
て
き
た
平

和
を
投
げ
捨
て
、「
戦

争
す
る
国
」
に
国
の
あ

り
方
を
変
え
て
し
ま
う

こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
私
た
ち
教
職
員

は
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
を
閉
ざ
す
「
戦
争

法
」
を
絶
対
に
認
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
と
り
く
み
の
中
で
広

げ
、
深
め
て
き
た
国
民

的
な
共
同
の
力
に
よ
っ

て
、
憲
法
違
反
の
「
戦

争
法
」
の
発
動
を
許
さ

　
大
阪
市
会
が
開
会
し

た
９
月
25
日
、
大
阪
市

対
策
連
絡
会
議
、
府
民

要
求
連
絡
会
は
維
新
政

治
ス
ト
ッ
プ
の
集
会
と

宣
伝
行
動
を
行
い
、
２

０
０
人
以
上
が
参
加
し

ま
し
た
。
淀
屋
橋
で
の

宣
伝
で
は
、
住
吉
市
民

病
院
の
存
続
を
訴
え
る

地
域
の
声
に
続
き
、
大

阪
市
教
は
、
幼
稚
園
民

営
化
の
問
題
に
つ
い

て
、
２
度
に
わ
た
っ
て

否
決
さ
れ
た
議
案
を
、

ま
た
提
案
し
て
き
た
こ

と
に
対
す
る
憤
り
と
、

市
民
の
意
を
な
い
が
し

ろ
に
し
、
子
ど
も
を
泣

か
す
市
政
に
対
し
て
、

住
民
投
票
の
結
果
を
尊

重
し
た
大
阪
市
に
変
え

る
こ
と
、
地
域
の
宝
で

あ
る
幼
稚
園
や
学
校
を

守
る
取
り
組
み
の
共
同

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
市
営
地
下
鉄
・
バ
ス

の
民
営
化
案
な
ど
、
何

が
何
で
も
民
営
化
の
条

例
案
に
対
す
る
抗
議
の

声
も
上
が
り
ま
し
た
。

　
宣
伝
後
の
集
会
で
は

日
本
共
産
党
の
小
川
陽

太
市
議
が
、
住
民
投
票

で
否
決
し
た
「
都
」
構

想
を
橋
下
市
長
が
復
活

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
に
触
れ
、「
ダ
ブ

ル
選
挙
で
維
新
政
治
に

決
着
を
つ
け
、
ま
と
も

な
政
治
を
取
り
戻
す
た

め
全
力
を
尽
く
し
ま

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
大
阪
府
関
係
職

員
労
働
組
合
の
有
田
洋

明
執
行
委
員
長
は
、「
維

新
政
治
の
も
と
で
、
福

祉
が
ば
っ
さ
り
切
り
捨

て
ら
れ
て
い
る
。
く
ら

し
を
守
る
大
阪
市
に
変

え
よ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。
集
会
後
、
ド
ラ
ム

デ
モ
の
先
導
で
元
気
よ

く
パ
レ
ー
ド
し
、
市
民

の
声
が
市
役
所
周
辺
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。

ず
、
た
だ
ち
に
廃
止
す

る
こ
と
を
求
め
る
運
動

に
全
力
を
挙
げ
て
と
り

く
む
決
意
を
、
こ
こ
に

表
明
し
ま
す
。

　
○
「
だ
れ
の
子
ど
も

も
、
殺
さ
せ
な
い
」
右

手
に
子
ど
も
、
左
手
で

〝
反
戦
〟
の
マ
マ
の
会
。

　
○
「
ア
ベ
政
治
を
許

さ
な
い
」
と
揮
毫
し
た

俳
人
の
金
子
兜
太
さ
ん

（
95
歳
）

　
○
「
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
認
め
る
立
法

は
違
憲
」「
法
治
主
義

と
は
何
か
、
立
憲
主
義

と
は
何
か
を
わ
き
ま
え

て
い
な
い
」
山
口
繁
元

最
高
裁
長
官
。

　
○
「
路
上
に
出
た
人

々
が
こ
の
社
会
の
空
気

を
変
え
た
」「
新
し
い

時
代
は
も
う
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
も
う
止
ま
ら

な
い
」
シ
ー
ル
ズ
奥
田

愛
基
。

　
小
中
学
校
の
教
室
で

も
、「
ぼ
く
ら
が
戦
争
に

行
か
な
あ
か
ん
よ
う
に

な
る
か
も
知
れ
な
い
」

「
安
倍
が
行
っ
た
ら
い

い
」
と
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

　
平
和
主
義
、
立
憲
主

義
、
民
主
主
義
を
取
り

戻
す
闘
い
が
続
い
て
い

ま
す
。
戦
争
法
廃
止
の

政
府
を
実
現
す
る
呼
び

か
け
も
行
わ
れ
ま
し

た
。10
月
18
日
に
は「
民

主
主
義
を
と
り
も
ど

せ
！
憲
法
で
守
ろ
う
私

た
ち
の
未
来
　
大
阪
若

者
憲
法
集
会
」
が
行
わ

れ
ま
す
。（
福
島
区
民
セ

ン
タ
ー
、
13
時
）

憲
法
会
議
な
ん
ば

街
宣
＝
９
月
15
日

環
状
線
全
駅
宣
伝

鶴
橋
＝
９
月
18
日

青
年
関
西
大
行
動

＝
９
月
13
日

大
阪
市
教
青
年
部

街
宣
＝
９
月
９
日

憲法破壊の
戦争法糾弾

空前の規模で広がった国民の運動
平和主義、立憲主義、民主主義 取り戻す

共同の力で

戦
争
法
発
動
許
さ
ず

廃
止
求
め
る
運
動
に
全
力

維
新
政
治
ス
ト
ッ
プ

２
０
０
人
が
市
役
所
包
囲

市会開会

10月７日（水）19：00
　　府民連・市対連決起集会
　　グリーン会館（南森町）

10月14日（水）19：00
　　大教組・府職労決起集会
　　たかつ８階

10月21日（水）18：30
　　市労組連学習決起集会
　　グリーン会館

10月22日（木）18：30
　　大阪市教決起集会
　　アネックスパル法円坂

10月29日（木）夕刻
　　明るい会・よくする会
　　決起集会：中央公会堂

11月22日（日）　投票日

市長選挙・知事選挙日程

　　　　　　同志社大学大学院教授
　　　　　　岡野八代さん

「戦争する国とはどんな国なのか？」

記念
講演

	 　10月17日（土）
	 　12：00　おもしろ教材コーナー
	 　13：00　分科会
　　　　　　社会科、自尊感情を育てる
　　　　　　学級通信、学級のルール
　　　　　　リコーダー、性教育、平和教育
　　　　　　マイナンバー、ハワイアン・フラ
	 　15：00　記念講演
　　　　　　オープニング　青年部
　　　　　　「平和の行動に足を踏み出して」

日時

	 　クレオ大阪南
　　　　　　谷町線喜連瓜破１番出口西へ５分
会場

大阪市教教研集会
第24回

保育
あります

つどおう

まなぼう

つながろ
う


